
１ 指導計画 

目標 

・お話クイズにふさわしい本を選び、クイズ作りを楽しむことができる。 

・物語の面白さを経験し、進んで読書することができるようになる。 

高野町立 花坂小学校 第１～４学年

時 学習内容 留意点 

１ 

○お話クイズについて知る

・教師の出題するお話クイズ（○×クイズ、間違い探しクイズ、順

番クイズ、三択クイズなど）に答える。 

・全員に親しみのある

１年生国語「おむす

びころりん」から出

題させる。 

２ 

３ 

○お話クイズを作る

・本を選ぶ。

・クイズを作る。

・クイズを画用紙に書く。

○クイズ大会の練習をする。

・低学年と中学年の混

ざった２班に分かれ

て、クイズを作らせ

る。 

・事前に、クイズの作

り方や注意点を掲示

することで意識させ

る。 

・職員も楽しめそうな

クイズを作るよう助

言する。 

・お話クイズの進め方

を書いたカードを各

班に渡し確認させる

４ 

○お話クイズ大会をする

・班ごとに発表する。

・感想を交流する。

・絵本の音読やクイズ

をするときは、聞き

手に分かりやすいよ

う、声の大きさや読

む速さなどを工夫す

るよう助言する。 

・職員も参加し、クイ

ズに答えたり感想を

言ったりさせる。 

すっぽんぽんのす

け、おもしろいよ。 

字の大きさはこれでいい？ 

絵も見やすいように持つね。 

１年生はセリフを読んでね。 

１年生にも分かりや

すそうでいいね。 

もう少しゆっくり読んだ

方がいいよ。 

ぼくは○×クイズにしよう。 

。



２ 活用した本のリスト等 

・長新太『キャベツくん』文研出版、2015 年、P.28 

・もとしたいづみ『すっぽんぽんのすけ せんとうへいくのまき』鈴木出版、2009 年、P.25 

 

３ 児童生徒の様子 

・１年生２名と４年生の班、２年生と３年生の班の二つの班に分かれた。上級生が本の選定を主

導し、下級生にアドバイスしながらクイズを作ることができた。 

・２年生以上は、２年生の国語「お話クイズをしよう」でクイズ作りの学習をしているので、ス

ムーズにクイズを作ることができた。 

・クイズは班のみんなで考えるか、一人で考えるかについては児童に任せた。１年生も４年生に

相談しながら、自分でクイズを考えることができた。 

・みんなの前でスピーチや発表する機会は多いのだが、今回のクイズ大会では、「聞き手に分か

りやすいようにクイズを出す」というめあてを全員が意識し、いつも以上に声の大きさや話す

スピードなどに気をつけ、どの子も音読や発表をすることができていた。 

・「読みたい本がない。」「本を読むのが苦手。」と言っていた児童が、「もっとこのシリーズが読

みたい。」と進んで本を読む姿が見られた。 

・「とても楽しかった。」「またお話クイズ大会がしたい。」「本は一人で読むだけでなく、クイズ

をするなどして、みんなで楽しむこともできるということが分かった。」という感想が出た。 

 

☆成果と課題（今後の方向性等） 

○全員が、クイズ作りを楽しむことができた。 

○異学年で協力し、学習に取り組むことができた。 

○読書以外にも、本の楽しみ方を知ることができた。 

・今後も本を仲立ちとして、児童が協働学習できる機会をもちたい。 

・少人数のために児童同士で紹介し合える本の数は限られており、そのジャンルにも偏りが出る。

幅広い分野の本に触れる機会をできるだけ多く設けていきたい。 

・児童だけでなく、保護者や地域の方にも学校図書を活用してもらえるようにしたい。 

読書ちょ金 

（３年生以上） 

４月から読んだ

ページ数を記録

し、貯金のように

貯めていく。 

親子読書 

夏休み、冬休み、春休みに、親子で読み聞か

せをして、感想を書いてもらった。 

購入図書の 

リクエスト 

児童、保護者、校

区の皆さんから図

書室に欲しい本を

書いてもらった。 




